
第32回総会〕

B－113　衣限庫型の･ヽリーンX-キング･り剤り利晃
　　　　　一興舒・肩仰・釘測値･ヽつ¨マー
　　　　凍郵ザ又暮改　　あふ　絹ぷi

被　服　139

目的　人体‘･埓匂･肩卸･割ロi^ゑりろわれ易･･とり7･あ>J . 衣澱リI 2 J 浹吏f 5

粕いリ3．声軸やおれい粕か^峰計助ね甲ヽヽマ参順々'<^ び
いりーンメーそフツ"・測連作/いﾌヽリ溥条i 穴．まり^群ず^釘何ヽ･■^擢のりを･層発

咋l^茲/'-･フ≫r 比脊廸紆し靫・
が茲　被験膏本%々^'^%//ぐjh。對側麗＼t々･・ヶyり凄封，鳶χ，肩角友吋．ネ四方
一八也藤氏秀和を用ヽヽ升利碩目it戈磯aμ' f,I. 身被肺葉-^悛/心用ヽ･^鮪知ヽn
園池
肩り

維庫

ザ,1、

･こよソ,/^cべざ眼り参入，'夭！本綿r孝こリ々^^作な（^用宴験2>ひf^．fl却・

(Cフヽぺ?・急管狸^^略に着明榛/>八･ターンA つ'ヽ7 d埓Si竹麗いn.
　(Dネッフrーyを用ヽヽマ埓られ几･,ターンΣめ首i-^罹哨か^，考倖灯冽^i･りや

りヽ±く/> <J烏匍il I-／芦ネ嘩り 無声≫V認いれ7&:，②fit}' 4-劇斜I it祁雁・昶0i 々

‰勺にに雷囃忙霖奏にけ夥悍謳よよン

肩聊・為刎い$.Jt:^i･加μ。^/卜片･･摩I･' -プ･7 加恥蛸か|^才-t^糾ふ/ﾐ:が≒砕肩聊・息ぶヽヽ牝(f徊^t･から(3)/回･･憚I いフ･･T剛恥鯛かf ^才識^糾;・八*"'．岬

工-^ が't紅彫t 邱夕~/,B，･川ッIft y唯/, 浹め方μ-り゛マ禽鯵・5 ^r'f 1^≒勇i.の昶方々

/リiぷ柘･)犀ないt教l * i , 傭浙<･■り濯1 ･ヽ泌あわり ^ 柔夕T順丿丿り*^"才'f斟

と之似と々y こ'^飲ま/f 榊哨ゑりま琶t一孜し仄，酋呵穆命J丁ぢがリ^'＼＼ Y や3･彫・－べ

とTf.')他/)ﾁ痩/?樗嘩tツスリ迫メやh^ ^^，肩傾料ﾉ･'^つ・ 1ヽ If. B却，列刈，了却
が漸冽膿り吻§浅22,3°ｔ也似りい六ため, 適泰侈･^釦} tヽ恥穴．

B―114 胴原型の考察（第二報）

一人体因子の計測による衿ぐり ，肩傾斜角及び背面ダーツ量－

原
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県立新潟女子短大　　平沢和子

目的　平面裁断法において，体型の個体差，径年性変化を表現し，補正を前提としない

型を得るには，人体因子を数量化し，平面図化する短寸式原型がある。前回の青年女子

名に引きっづき，老年女子50名( 65～75才）を被験者とし，後身頃の衿ぐり，肩傾斜角，

面ダーツ量の人体因子を問い,これらをどのように数量化，平面図化するべきかを検討

，背面体表Ｋ近似した単純平面図を得る努力をした。結果は誤差の少い不織布で体表へ

適合性を確かめ，体型の個体差及び径年性変化を推察した。

方法　第一報に同じ( 31回本学会総会要旨集R 148 ）

結果　①　後衿‘ぐりは頚巾，頭丈，案内値の８点を計測しよい適合性を得た。但し条件

として肩傾斜角，背面ダーツ量の適合があげられこの個体差は大きい。老年の衿ぐりの顕

著な特徴は領巾小，･領丈は大である。②　肩傾斜角，従来の一律の肩ダーツ量に対し，個

体差を･表現する背面ダーツ量を製図上生み出すには，後身頃の傾斜角は計測肩角度からは

得られない。背面立体量を長さにおきかえた最大長が肩･巾の範囲に納まる点とＮ･ P･を結ぶ

角度が肩傾斜角度と々る。計測肩角度右ｉニ＝24.3° ｡　後身頃傾斜角I ＝14.8°　老年は領巾小，

肩巾小に対し背面立体量は大となり.これが肩傾斜角に現われた。立体量を表わす角度

老年X =10.0°青年I =5.0°即ち製図上の肩角度は計測肩｡角度プラス背面立体量の角度であ

る。③　背面ダーツ量，青年ｒ比べ背柱の弩曲, 腕の前寄りのつき方とその筋肉の衰退，

背肩巾部位の脂肪の沈着は，背面面積の増大，又複雑と｡a. り.前面は縮小する。従って背

面ダーツ量は増し. 青年の如く単純痙一本ダーツでは適合し痙い場合も出現した。




